
▲富合小学校の児童が稲刈りを体験
10月20日�、手に手に鎌を持った児童たちが稲刈りを体験。昔ながらの手動脱穀機にも挑戦しました。
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市
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選
証

書
を
受
け
、
名
実
と
も
に
藤
岡
市

政
４
期
目
が
始
ま
り
ま
し
た
。

2

「
和
」
を
も
っ
て
二
十
一
世
紀
へ

│
│
決
意
新
た
に
藤
岡
市
政
4
期
目
ス
タ
ー
ト
│
│

職員に迎えられ晴れやかに初登庁する藤岡市長

職員に訓示を行う市長

11
月
１
日
（月）
、
藤
岡
重
弘
市
長

は
市
職
員
ら
約
２
５
０
人
が
大
き

な
拍
手
で
迎
え
る
中
、
さ
わ
や
か

に
初
登
庁
。
男
女
職
員
か
ら
花
束

が
送
ら
れ
、
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

初
登
庁
後
、
さ
っ
そ
く
市
役
所

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
市
管
理
職

員
約
70
名
に
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
藤
岡
市
長
は
、
こ
の

た
び
の
市
長
選
挙
に
対
す
る
市
民

の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
支
援
に
お
礼
を
述
べ
た
あ
と
、

「
公
務
に
就
か
せ
て
い
た
だ
い
て
以

来
『
見
て
歩
く
行
政
、
聞
い
て
歩

く
行
政
』
を
基
調
と
し
て
、
清
潔

で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
都
市
基

盤
の
整
備
も
進
み
、
現
在
加
西
市

は
播
磨
内
陸
の
中
核
都
市
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
の

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
財
政
基
盤
の
安
定
と

人
口
増
へ
の
取
り
組
み
、
生
涯
教

育
に
対
処
し
た
ゆ
と
り
あ
る
生
活

へ
の
取
り
組
み
、
国
際
化
・
情
報

化
に
対
応
で
き
る
地
球
規
模
な
人

材
の
育
成
な
ど
に
力
を
注
い
で
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
職
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
を
め
ざ
し
た
効
率
の
よ
い
仕

事
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
し
て
ほ

し
い
。
初
心
に
返
り
、
決
意
新
た

に
全
力
を
傾
注
し
て
市
政
の
運
営

に
あ
た
り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
ハ
イ

セ
ン
ス
な
田
園
文
化
都
市
の
創
造

を
目
指
し
ま
す
。
21
世
紀
を
迎
え

『
和
』
を
も
っ
て
、
新
し
い
気
持
ち

で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。」
と
、
抱

負
を
述
べ
訓
示
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
応
接
室
で
中
川
江
司

任
期
満
了
に
伴
う
加
西
市
長
選
挙
が
10
月
24
日
（日）
に
告

示
さ
れ
、
現
職
の
藤
岡
市
長
が
無
投
票
で
、
連
続
4
回
目

の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

中川選挙管理委員長が当選証書を授与
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加
西
市
で
は
、
昭
和
61
年
に
策
定

し
た
現
総
合
計
画
が
新
世
紀
の
到
来

と
と
も
に
平
成
12
年
で
そ
の
役
割
を

終
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
10
年

間
の
本
市
施
策
の
指
針
と
な
る
新
し

い
総
合
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

21
世
紀
の
加
西
市
の
姿
を
決
め
る

新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
市
民
の
方
の
生
の
声
が
必
要
不
可

欠
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
総
合
計

画
検
討
委
員
会
」
で
率
直
な
意
見
を

戴
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
委

員
会
は
、
平
成
12
年
２
月
か
ら
９
月

ま
で
の
間
、
お
お
む
ね
６
回
程
度
予

定
し
て
い
ま
す
。

募
集
方
法

提
言
を
募
集
し
、
そ

の
中
か
ら
市
が
選
考
し
ま
す
。

募
集
人
数

５
名

募
集
期
間

12
月
２
日
（木）
〜
12
月

25
日
（土）

資
　
格

市
内
在
住
の
満
20
歳
以

上
の
方（
平
成
11
年
10
月
１
日
現
在
）

で
平
日
に
も
開
催
す
る
会
議
に
参
加

で
き
る
方

提
言
タ
イ
ト
ル

市
民
か
ら
み
た

新
た
な
時
代
の
「
加
西
市
の
あ
る
べ

き
姿
」
に
つ
い
て

提
言
字
数

１
６
０
０
字
以
内

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

市
役
所
企
画
室
宛
に
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

申
込
・
問
合
先

企
画
室
　
〒
６

７
５
│
２
３
９
５
加
西
市
北
条
町

横
尾
１
０
０
０
番
地
（
電
話
42
│
８

７
０
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
１
８
０
０
）

※
い
た
だ
い
た
提
言
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
ま
た
著
作
権
は
加
西
市
に
帰
属

し
ま
す
。
結
果
は
文
書
で
通
知
。

テ
ー
マ

福
祉
・
教
育
・
環
境
問

題
・
産
業
振
興
な
ど
、
テ
ー
マ
は
自

由
で
す
。
幅
広
い
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
限

11
月
30
日
（火）

応
募
方
法

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル

応
募
・
問
合
先

〒
６
７
５
│
２

３
９
５
加
西
市
企
画
室
（
電
話
42
│

８
７
０
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
１
８
０
０
）

e-m
ail：
kasai-c@

sannet.ne.jp
│
総
合
計
画
検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集
│

元大阪府労働部長

浅見勝也さん（70）
坂本町

昭和27年地方自治庁（現自治
省）に入庁され、警察法や地方
自治法の改正に携わり、同41年
大阪府へ。企業局では臨海工業
地帯やニュータウンの開発、労
働部では不況下での雇用対策に
力を注がれました。
「公私を問わず、多くの方々
に支えられての受章です。」と
喜ばれています。

平成11年秋の褒章が11月1日（日）、叙勲が11月3日（文化の日）にそれぞれ発表され、加西市からは
地方自治、保育、農業振興の分野で功績のあった3名が受章されました。

勲四等旭日小綬章

善防保育所理事長

永井秀隣さん（72）
西笠原町

42年にわたり善防保育所所長と
して、２千人以上の子どもたちを送
り出して来られました。この間、障
害児の受入れや育児相談室の設
置等、地域に開かれた保育所づ
くりに励まれました。
「妻と二人三脚で子どもたちに夢
や希望を与えられる保育所を目指
してきました。これからも理想の保
育所づくりを見守っていきたい。」

勲五等瑞宝章

前加西市農協代表理事組合長

高井健一さん（69）
上万願寺町

12年間、市農協専務理事を務
めた後、平成６年から組合長に
就任。その間、農家の方々の声
を活かし、加西ブランド「根日
女のかがやき」やインターネッ
ト販売等様々なアイデアを駆使
して事業に取り組まれました。
「今後も農家のよりどころと
して、私がお役に立てることが
あればがんばりたい。」

黄綬褒章

永年の功績をたたえて

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
反
映

あ
な
た
も
シ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ナ
ー

加
西
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

あ
な
た
の
提
言
を
募
集
中
!
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美
術
家
協
会
長
賞
以
上
の
入
賞

者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

★★★★
洋
画
の
部
（
応
募
数
61
）

▽
市
長
賞
・
片
山
康
枝
（
三
木
市
）

▽
議
長
賞
・
小
野
明
弘
（
姫
路
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
大
島
喜
久
子

（
神
戸
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞
・

本
倉
伶
子
（
太
子
町
）
▽
美
術
家

協
会
長
賞
・
宮
脇
美
智
子
（
新
宮

町
）

★★★★
日
本
画
の
部
（
応
募
数
13
）

▽
市
長
賞
・
小
林
　
幸
（
姫
路
市
）

▽
議
長
賞
・
田
中
明
美
（
姫
路
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
増
田
幸
子

（
第
３
住
宅
）
▽
文
化
連
盟
会
長

賞
・
栗
川
ひ
さ
子
（
龍
野
市
）
▽

美
術
家
協
会
長
賞
・
畑
尾
真
琴

（
古
坂
３
丁
目
）

★★★★
水
墨
画
の
部
（
応
募
数
48
）

▽
市
長
賞
・
久
保
柏
登
（
神
戸
市
）

▽
議
長
賞
・
藤
田
春
篁
（
神
戸
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
杉
野
柏
蓉

（
西
宮
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞
・

宮
田
雲
鶴
（
三
木
市
）
▽
美
術
家

協
会
長
賞
・
小
玉
美
智
洋
（
西
宮

市
）

★★★★
書
道
の
部
（
応
募
数
61
）

▽
市
長
賞
・
増
岡
三
恵
子
（
田
原
）

▽
議
長
賞
・
別
府
真
琴
（
別
府
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
松
尾
百
代

（
下
道
山
）
▽
文
化
連
名
会
長
賞
・

森
田
麗
歳
（
古
坂
１
丁
目
）
▽
美

術
家
協
会
長
賞
・
川
野
由
美
子

（
加
古
川
市
）

★★★★
彫
塑
・
工
芸
の
部（
応
募
数
40
）

▽
市
長
賞
・
藤
田
育
宏
（
姫
路
市
）

▽
議
長
賞
・
芦
田
夢
秀
（
夢
前
町
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
小
川
俊
藏

（
京
都
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長

賞
・
中
西
綾
子
（
古
坂
１
丁
目
）

▽
美
術
家
協
会
長
賞
・
羽
戸
武
司

（
香
寺
町
）
・
青
木
伸
人
（
小
野
市
）

★★★★
写
真
の
部
（
応
募
数
95
）

▽
市
長
賞
・
萩
原
徳
宏
（
姫
路
市
）

▽
議
長
賞
・
曽
根
雅
子
（
姫
路
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
井
上
晃
一

（
古
坂
２
丁
目
）
▽
文
化
連
盟
会

長
賞
・
高
田
愛
子
（
別
府
中
）
▽

美
術
家
協
会
長
賞
・
斉
藤
　
募

（
鶉
野
上
）

★★★★
版
画
の
部
（
応
募
数
17
）

▽
市
長
賞
・
平
野
真
寿
美
（
姫
路

市
）
▽
議
長
賞
・
小
坂
　
明
（
加

加
西
市
美
術
公
募
展

一
万
人
が
″芸
術
の
秋
″を
満
喫

│
│
市
内
芸
術
家
の
祭
典
│
│

さるびあっ子も熱演した市民音楽祭

「田園文化都市・加西市」の芸術・文化の集大成とも言える「第33回加西市文化祭」
を、先月末から市民会館を中心に開催しました。

特特特特　　　　集集集集
加西市
文化祭



美
術
公
募
展
と
文
芸
展
に
は
、

市
内
外
か
ら
創
造
性
に
富
み
個
性

豊
か
な
作
品
が
多
数
出
品
さ
れ
、

年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

芸
能
祭
に
は
芸
能
協
会
の
皆
さ

ん
を
中
心
に
、
民
舞
、
手
品
、
邦

楽
、
詩
舞
道
、
謡
曲
な
ど
の
伝
統

芸
能
を
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
展

開
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

茶
席
で
は
、
市
茶
道
協
会
の
皆

さ
ん
に
よ
り
、
今
年
は
一
風
変
わ

っ
た
「
コ
ー
ヒ
ー
手
前
」
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
方
々
は
、
和
洋
折
衷

の
風
雅
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

い
け
ば
な
展
で
は
、
市
内
十
流

派
が
力
作
を
多
数
出
品
、
そ
の
美

を
競
い
ま
し
た
。

毎
年
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

参
加
者
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
囲
碁
、
将
棋
大
会
。
将
棋
大
会

で
は
何
と
Ａ
級
（
４
段
以
上
）
で

小
学
生
が
優
勝
と
い
う
快
挙
も
。

ま
た
市
民
音
楽
祭
で
は
、
市
内

12
団
体
が
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披

露
。
聴
衆
と
一
緒
に
「
ゆ
め
色
の

街
」
等
を
大
合
唱
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
。い

ず
れ
劣
ら
ぬ
こ
れ
ら
文
化
祭

の
会
場
。
皆
さ
ん
は
い
く
つ
堪
能

さ
れ
ま
し
た
か
。
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古
川
市
）
▽
教
育
委
員
会
賞
・
長

浜
太
三
郎
（
加
古
川
市
）
▽
文
化

連
盟
会
長
賞
・
霜
門
貞
雄
（
加
古

川
市
）

特
選
以
上
の
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

│
│
│
一
般
の
部
│
│
│
│
│
│
│
│

★★★★
俳
句
の
部
（
出
品
１
８
３
点
）

▽
推
薦
（
市
長
賞
）・
後
藤
幾
代

（
繁
昌
）
▽
特
選
・
池
田
麦
里
（
神

戸
市
）
・
山
下
八
重
子
（
窪
田
）
・

西
村
和
代
（
別
府
東
）

★★★★
短
歌
の
部
（
出
品
１
３
３
点
）

▽
推
薦
（
市
長
賞
）・
民
輪
秀
子

（
国
正
）
▽
特
選
・
定
行
安
子
（
古

坂
２
丁
目
）
・
川
嶋
利
美
（
市

村
）
・
岩
佐
恵
子
（
鎮
岩
）

★★★★
川
柳
の
部
（
出
品
71
点
）

▽
推
薦
（
市
長
賞
）・
橋
詰
逸
平

（
加
美
町
）
▽
特
選
・
板
井
ち
さ
代

（
網
引
）
・
神
戸
え
つ
子
（
桑
原

田
）
・
笹
山
　
昇
（
高
砂
市
）

│
│
│
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
│
│
│
│
│
│

★★★★
俳
句
の
部
（
出
品
３
３
３
点
）

▽
特
選
・
前
田
尚
子
（
善
防
中
３
）

・
三
宅
由
貴
（
北
条
東
小
４
）
・
大

西
淳
子
（
富
田
小
４
）
・
水
田
菜
実

（
賀
茂
小
５
）
・
森
田
愛
菜
（
北
条

東
小
６
）

★★★★
短
歌
の
部
（
出
品
１
６
５
点
）

▽
特
選
・
増
田
理
沙
（
北
条
小

６
）
・
福
岡
明
子
（
北
条
小
６
）
・

松
本
彩
（
善
防
中
２
）
・
櫻
井
雅
議

（
善
防
中
２
）

★★★★
Ａ
級
（
４
段
以
上
）

▽
優
勝
・
中
井
文
夫
（
加
古
川
市
）

★★★★
Ｂ
級
（
初
段
以
上
３
段
ま
で
）

▽
優
勝
・
筧
　
一
義
（
下
宮
木
村
）

★★★★
Ｃ
級
（
１
級
以
下
）

▽
優
勝
・
西
村
三
太
郎
（
北
条
）

★★★★
Ａ
級
（
３
段
格
以
上
）

▽
優
勝
・
斉
藤
治
樹
（
稲
美
町
）

★★★★
Ｂ
級
（
初
・
２
段
）

▽
優
勝
・
坂
本
幸
男
（
香
寺
町
）

★★★★
Ｃ
級
（
１
〜
３
級
）

▽
優
勝
・
青
山
健
治
（
小
野
市
）

★★★★
Ｄ
級
（
３
級
以
下
）

▽
優
勝
・
高
田
　
環
（
宮
前
）

★★★★
中
学
生
の
部

▽
優
勝
・
西
海
公
平
（
西
南
）

★★★★
小
学
生
の
部

▽
優
勝
・
浅
田
真
吾
（
加
古
川
市
）

★★★★
小
学
低
学
年
の
部

▽
優
勝
・
橋
本
圭
司
（
赤
穂
市
）

加
西
市
文
芸
展

芸能祭の華麗なステージ

コーヒーの香りが漂います 「大人にだって負けないぞ」

将
棋
大
会

囲
碁
大
会
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力力力力
作作作作
がががが
加加加加
西西西西
のののの
秋秋秋秋
をををを
彩彩彩彩
るるるる

菊
花
・
盆
栽
展

第33回11
月
３
日
（水）
、第
33
回
加
西
市
菊
花
・
盆
栽
展
の
審
査
会
が
行
わ
れ
、

３
２
２
点
の
作
品
の
中
か
ら
各
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

★★★★
農
林
水
産
大
臣
賞

▽
菊
盆
栽

織
田
勇
雄
（
鶉
野
南
）

▽
小
品
盆
栽

豊
田
成
己
（
古
坂
）

★★★★
知
事
賞

▽
大
　
菊

北
川
茂
雄
（
笠
屋
）

▽
菊
盆
栽

前
川
和
市
（
下
宮
木
）

▽
五
葉
松

前
原
正
治
（
八
千
代
町
）

▽
真
　
柏

松
原
政
行
（
香
寺
町
）

★★★★
県
議
会
議
員
賞

▽
大
　
菊

岩
見
篤
郎
（
豊
倉
）

▽
五
葉
松

織
田
勇
雄
（
鶉
野
南
）

★★★★
市
議
会
議
長
賞

▽
菊
盆
栽

西
田
早
雄
（
下
宮
木
）

▽
え
ぞ
松

廣
田
　
勝
（
河
内
）

★★★★
教
育
委
員
会
賞

▽
学
　
校

泉
中
学
校

▽
杜
　
松

丸
山
卓
雄
（
殿
原
）

★★★★
兵
庫
県
園
芸
・
公
園
協
会
理

事
長
賞

▽
大
　
菊

西
田
早
雄
（
下
宮
木
）

▽
真
　
柏

古
元
清
士
（
下
宮
木
）

★★★★
県
菊
花
連
合
会
長
賞

▽
大
　
菊

篠
倉
信
夫
（
下
若
井
）

★★★★
県
観
光
連
盟
会
長
賞

▽
菊
盆
栽

大
西
豊
明
（
栗
田
）

▽
五
葉
松

東
一
　
喬
（
黒
駒
）

★★★★
観
光
協
会
長
賞

▽
学
　
校

下
里
小
学
校

▽
サ
ツ
キ

織
部
利
秋
（
島
）

★★★★
産
経
新
聞
社
賞

▽
学
　
校

加
西
養
護
学
校

▽
黒
　
松

青
山
幸
夫
（
殿
原
）

★★★★
商
工
会
議
所
会
頭
賞

▽
菊
盆
栽

松
尾
敏
朗
（
東
高
室
）

▽
五
葉
松

坂
本
美
喜
雄
（
島
）

★★★★
三
洋
電
機
株
式
会
社
賞

▽
学
　
校

九
会
小
学
校

▽
黒
　
松

幸
田
輝
雄
（
網
引
）

★★★★
神
姫
バ
ス
株
式
会
社
賞

▽
学
　
校

北
条
小
学
校

▽
黒
　
松

織
田
寛
市
（
島
）

★★★★
農
業
協
同
組
合
賞

▽
菊
盆
栽

柴
田
亀
市
（
常
吉
）

▽
黒
　
松

井
上
隆
文
（
玉
丘
）

★★★★
花
と
緑
の
協
会
長
賞

▽
菊
盆
栽

竹
内
　
馨
（
和
泉
）

▽
山
　
柿

内
藤
逸
司
（
河
内
）

★★★★
盆
栽
研
究
会
長
賞

▽
真
　
柏

松
末
　
敏
（
別
府
）

★★★★
特
別
賞

▽
黒
　
松

藤
本
　
薫
（
古
坂
）

★★★★
努
力
賞

▽
黒
　
松

長
谷
郁
夫
（
女
鹿
山
）

★★★★
新
人
賞

▽
黒
　
松

高
木
　
實
（
御
旅
）

左は衣笠くん、右は大西さん

10
月
20
日
（水）
、
衣
笠
充
紘
み
つ
ひ
ろ

君

（
賀
茂
小
５
年
）
と
大
西
加
奈
子
さ

ん
（
北
条
小
６
年
）
が
、
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
な
ど
で
好
成
績
を
残
し

た
人
に
贈
ら
れ
る
さ
わ
や
か
市
民

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

衣
笠
君
は
、
東
京
・

国
立
競
技
場
で
開
か

れ
た
「
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
会
」

で
、
５
年
男
子
１
０

０
ｍ
に
出
場
し
県
新

記
録
で
優
勝
、
大
西

さ
ん
は
国
の
「
ご
み

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

促
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
と

多
可
郡
八
千
代
町
の
「
お
じ
い
ち

ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
児
童
画
展
」

で
の
最
優
秀
賞
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

衣
笠
く
ん
（
賀
茂
小
）
と
大
西
さ
ん
（
北
条
小
）
に

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

さ
わ
や
か
市
民
賞

永
年
に
わ
た
り

区
長
を
務
め
ら
れ
た
方
を
表
彰

永
年
に
わ
た
り
区
長
と
し
て
自

治
行
政
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
対
し
、
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

★
兵
庫
県
自
治
賞
表
彰

（
10
年
以
上
区
長
を
さ
れ
た
方
）

▽
谷
　
田
　
儀
　
秋
（
女
鹿
山
）

▽
原
　
田
　
孝
　
志
（
北
条
団
地
）

★
兵
庫
県
連
合
自
治
会
表
彰

（
５
年
以
上
区
長
を
さ
れ
た
方
）

▽
片
　
岡
　
和
　
義
（
本
　
町
）

▽
石
　
野
　
利
　
一
（
西
谷
東
）

▽
丸
　
岡
　
義
　
雄
（
山
下
東
）

▽
中
　
川
　
江
　
司
（
上
野
田
）

▽
井
　
上
　
正
　
實
（
田
　
谷
）
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欠
け
る
申
立
書

④
入
所
申
込
児
童
家
庭
調
査
表

※
給
与
所
得
者
の
源
泉
徴
収
票
は
来

年
２
月
16
日
（水）
ま
で
に
社
会
福
祉
課

ま
た
は
各
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

�
問
合
先

各
保
育
所
お
よ
び
社

会
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

来
年
４
月
１
日
か
ら
加
西
市
立
幼

稚
園
に
入
園
を
希
望
す
る
方
を
対
象

来
年
４
月
１
日
か
ら
保
育
所
（
園
）

入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
対
象
に
、

申
込
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
二
人

以
上
の
児
童
が
同
時
に
入
所
の
場
合

は
一
人
ず
つ
）。
申
込
用
紙
は
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す
。

指
定
日
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
12

月
13
日
（月）
か
ら
17
日
（金）
の
間
に
社
会

福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
11
年
度
入
所
申
込
書
で
、

保
育
の
実
施
を
12
年
度
以
降
も
希
望

さ
れ
た
方
は
、
申
込
み
が
省
略
さ
れ

ま
す
。（
詳
し
く
は
各
保
育
所
へ
）

◯
保
育
料

一
律
で
は
な
く
、
児
童
の
属
す
る

世
帯
員
（
父
母
お
よ
び
生
計
を
主
宰

す
る
祖
父
母
）
の
平
成
11
年
分
の
所

得
税
額
お
よ
び
11
年
度
市
民
税
額
で

決
定
し
ま
す
。

◯
保
育
の
実
施
期
間

小
学
校
就
学
始
期
ま
で
の
保
育
に

欠
け
る
と
見
込
ま
れ
る
期
間

◯
入
所
申
込
に
必
要
な
も
の

①
入
所
申
込
書

②
印
鑑

③
勤
務
・
内
職
証
明
書
、
保
育
に

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
入
所

平成12年度平成12年度

幼
稚
園
入
園

☆ 第25回市民県道大会 ☆
●個人戦
〔小学1・2年の部〕

保坂　路人（北条少年剣修会）
〔小学3・4年男子の部〕

高原　教旗（北条少年剣修会）
〔小学3・4年女子の部〕

三宅由美佳（北条少年剣修会）
〔小学5・6年男子の部〕

見上浩太郎（北条少年剣修会）
〔小学5・6年女子の部〕

鈴木　綾夏（北条少年剣修会）
〔中学1年男子の部〕

後藤　一宏（泉中）
〔中学1年女子の部〕

西脇由香利（北条中）
〔中学2・3年男子の部〕

玉田　郁也（北条中）
〔中学2・3年女子の部〕

大西　優紀（北条中）
〔高校男子の部〕筧　　和人（姫路工業）
〔高校女子の部〕玉田奈奈美（須磨学園）
●団体戦
〔小学生の部〕 北条少年剣修会
〔中学生男子の部〕北条中
〔中学生女子の部〕加西中Ａ

☆ 第30回親善サッカー大会 ☆
〔少年の部〕 北条
〔少女の部〕 九会Ａ
〔中学生の部〕善防中３年
〔一般の部〕 泉中ＯＢ
☆ 第28回市長旗争奪野球大会 ☆

●優勝 北条ロビンス
☆ 第21回市長杯少年野球大会 ☆

●優勝　賀茂少年野球クラブ

第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果第32回加西市体育大会結果

★保育所入所申込受付日程★

に
、
入
園
願
書
の
受
付
け
を
行
な
い

ま
す
。
願
書
は
11
月
19
日
付
け
で
保

護
者
に
送
付
し
ま
す
。

�
入
園
資
格

市
内
に
住
所
の
あ

る
５
歳
児
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

�
申
込
に
必
要
な
も
の

願
書
、
印
鑑

�
申
込
み

12
月
１
日
（水）
〜
３
日

（金）
の
午
後
３
時
〜
５
時
に
直
接
入
園

を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ

�
問
合
先

各
幼
稚
園
お
よ
び
学

校
教
育
課
（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

12
／
10
（金）

北

条

保

育

園

賀

茂

保

育

所

12
／
9
（木）

善

防

保

育

所

多

聞

保

育

園

12
／
8
（水）

富

田

保

育

所

12
／
7
（火）

北
条
西
保
育
所

北
条
南
保
育
所

12
／
6
（月）

日

吉

保

育

園

宇

仁

保

育

園

12
／
3
（金）

泉
第
一
保
育
所

泉
第
三
保
育
所

12
／
2
（木）

別

府

保

育

園

白

竜

保

育

園

12
／
1
（水）

月
　
日

九

会

保

育

園

午
前
9
時

〜
正
午

午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

受
　
付
　
場
　
所

田

原

保

育

園



現
在
、
無
料
シ
ー
ル
券
を

家
族
の
人
数
で
３
段
階
に
分
け
配

布
し
て
い
る
。
今
後
は
使
用
状
況

を
見
な
が
ら
ご
み
減
量
化
促
進
対

策
協
議
会
に
諮
り
検
討
し
て
い
き

た
い
。
名
前
の
記
入
は
、
町
内
で

指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
広

報
等
で
も
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
市
街
地
の
改
造
計
画
の
進
捗
と

再
開
発
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
の
問

題
に
つ
い
て

地
区
再
生
計
画
に
基
づ
い

て
、
市
街
地
再
開
発
事
業
、
街
路

事
業
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
の

３
つ
の
事
業
で
市
街
地
の
改
造
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
再
開
発
事
業

に
つ
い
て
は
、
北
条
町
駅
周
辺
約

２
ha
の
土
地
に
ビ
ル
を
建
設
、
コ

ー
プ
こ
う
べ
を
核
店
舗
に
、
公
益

施
設
の
図
書
館
・
交
流
セ
ン
タ
ー

及
び
専
門
店
と
し
て
約
３
０
０
０

�
の
面
積
を
予
定
し
て
い
る
。
従

っ
て
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
再
開
発
組

合
と
の
間
で
１
階
部
分
に
食
料
品

を
主
に
進
出
の
覚
書
を
締
結
し
て

い
る
。
た
だ
、
縮
小
し
た
り
用
途

を
広
げ
た
り
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
当
初
平
成
14
年
を
目
途
に
し

て
い
た
が
、
若
干
延
び
る
こ
と
も

あ
る
が
、
今
年
度
は
、
事
業
計
画

認
可
に
む
け
て
作
業
を
し
て
い
ま

す
。

�
街
路
事
業
で
は
、
県
道
三
木
・

山
崎
線
を
北
条
町
駅
の
と
こ
ろ
に

21
m
の
街
路
を
作
る
計
画
で
、
県
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。

�
街
な
み
環
境
整
備
事
業
で
は
、

今
年
度
に
防
災
公
園
を
完
成
し
た

い
。

⑦
３
次
行
革
の
中
で
、
適
正
な
人

員
配
置
と
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
は
ど
う
な
の
か
。
職
員
数
は

多
い
の
か
。
職
員
の
適
性
化
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

職
員
数
の
一
つ
の
基
準
と

し
て
、
国
が
算
出
し
た
定
員
管
理

上
の
目
安
と
な
る
職
員
数
（
定
員

モ
デ
ル
）
が
あ
り
、
今
後
も
定
員
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①
路
線
バ
ス
廃
止
に
伴
う
見
直
し

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

一
部
路
線
バ
ス
の
廃
止
は
、

評
価
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
行
政

改
革
の
下
で
昨
年
６
月
に
廃
止
。

現
在
、
多
額
の
費
用
を
要
し
ま
す

が
、
福
祉
政
策
と
し
て
バ
ス
路
線

の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

②
来
年
の
転
作
の
見
通
し
つ
い
て

平
成
11
年
度
は
、
県
は

39
・
６
％
で
し
た
が
、
加
西
市
は

38
・
７
％
で
、
市
内
で
１
３
０

４
・
71
ha
の
転
作
田
で
し
た
。
今

年
の
全
国
作
況
指
数
と
来
年
の
在

庫
量
の
予
測
か
ら
し
て
、
今
年
度

並
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測

し
て
い
ま
す
。

③
県
道
滝
野
・
市
川
線
の
拡
幅
に

つ
い
て
今
後
の
見
通
し

馬
渡
谷
〜
下
若
井
間
が
懸

案
事
項
で
あ
り
、
県
単
独
事
業
な

の
で
社
土
木
事
務
所
に
も
陳
情
・

要
望
を
重
ね
て
い
ま
す
。

④
北
は
り
ま
ハ
イ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ウ

ェ
イ
構
想
に
つ
い
て

加
古
川
北
イ
ン
タ
ー
か
ら

加
西
イ
ン
タ
ー
を
通
り
、
中
町
、

八
千
代
町
、
加
美
町
、
氷
上
町
を

経
て
豊
岡
自
動
車
に
抜
け
る
道
路

で
、
加
古
川
北
イ
ン
タ
ー
か
ら
加

西
イ
ン
タ
ー
ま
で
は
４
車
線
、
そ

れ
以
外
は
２
車
線
を
想
定
し
て
お

り
、
地
域
高
規
格
道
路
と
し
て
要

望
し
て
お
り
ま
す
。
加
西
市
と
他

３
町
で
促
進
期
成
同
盟
会
を
つ
く

り
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
具

体
的
な
ル
ー
ト
は
決
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

⑤
ゴ
ミ
シ
ー
ル
の
枚
数
の
見
直
し
と

ゴ
ミ
シ
ー
ル
に
名
前
が
書
い
て
な

い
た
め
に
回
収
さ
れ
な
い
放
置
さ

れ
た
ゴ
ミ
の
取
扱
い
に
困
る
。

モ
デ
ル
を
尊
重
し
、
定
員
管
理
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
尚
、
平
成
11

年
４
月
１
日
現
在
で
は
、
８
名
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
材
の
育

成
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
能
力
向

上
さ
せ
、
市
民
の
信
頼
を
得
る
た

め
研
修
を
重
ね
て
い
く
。

⑧
中
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
測
定
に
つ
い

て

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を

極
力
抑
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
は
、
平
成
８

年
度
か
ら
排
ガ
ス
の
測
定
を
実
施

し
、
10
年
度
は
10
月
に
実
施
、
２

箇
所
の
炉
の
平
均
値
が
2.6
ナ
ノ
グ

ラ
ム
で
、
基
準
値
以
下
で
あ
り
、

土
壌
調
査
も
３
箇
所
で
実
施
し
て

い
る
。
本
年
度
引
き
続
き
排
出
ガ

ス
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

⑨
加
西
中
央
幹
線
道
路
に
つ
い
て

加
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
加
古
川
北

Ｉ
Ｃ
ま
で
の
約
10
km
間
、
県
道
玉

野
倉
谷
線
を
主
に
４
車
線
に
し
て

い
く
計
画
の
道
路
で
す
。
本
年
度

は
環
境
調
査
、
来
年
度
は
都
市
計

画
決
定
の
作
業
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
だ
具
体
的
に
ど
う
い
う
形
で
行

う
か
は
、
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

国
・
県
の
協
力
を
要
望
し
て
い
き

た
い
。

市市市市
政政政政
懇懇懇懇
談談談談
会会会会
詳詳詳詳
報報報報

広
報
広
聴
活
動
の
一
環
と
し
て
、
第
8
回
目
の
市
政
懇
談
会
が
、
9

月
27
日
か
ら
10
月
8
日
ま
で
、
市
内
9
箇
所
（
各
行
政
区
）
に
お
い
て

「
地
方
分
権
と
行
政
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
延
べ
4
0
0
人
の
参
加

を
い
た
だ
き
活
発
な
意
見
が
交
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
問
及
び
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成
11年度

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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近
現
代
史
部
会
は
、
明
治
期
以

降
の
加
西
に
関
す
る
資
料
収
集
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
成
果
が
上
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。
背
景
に
は
加
西
が
合
併
を

繰
り
返
し
て
誕
生
し
た
市
で
あ
り
、

残
さ
れ
た
文
書
が
極
め
て
少
な
い
事

情
が
あ
り
ま
す
。

明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行

に
伴
い
、
加
西
郡
内
は
十
一
の
町
村

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
こ
れ

を
統
括
す
る
加
西
郡
役
所
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
大
正
十
五
年
に
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
後
、
町
村
合
併
促

進
法
が
施
行
さ
れ
、
全
国
的
に
町
村

合
併
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
加
西
に

お
い
て
も
昭
和
三
十
年
、
北
条
町
、

富
田
、
賀
茂
、
下
里
村
の
四
町
村
が

合
併
し
て
「
北
条
町
」
が
、
九
会
と

富
合
村
が
合
併
し
て
「
加
西
町
」
が
、

多
加
野
、
西
在
田
、
在
田
の
三
村
が

合
併
し
て
「
泉
町
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
合
併
の
過
程
で
そ
れ
ぞ
れ
の

役
場
が
保
管
し
て
い
た
資
料
の
多
く

が
廃
棄
処
分
に
な
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
北

条
、
加
西
、
泉
町
が
合
併
し
て
加
西

市
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
合
併

の
前
後
に
廃
棄
処
分
に
な
つ
た
文
書

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
合
併
を
繰
り
返
し
て

き
た
加
西
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

期
の
行
政
・
歴
史
資
料
が
極
端
に
不

足
し
、
市
役
所
の
書
庫
に
は
加
西
市

発
足
前
の
資
料
、
文
書
が
殆
ど
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。
全
国
町
村
会
に
よ
る

行
政
調
査
の
結
果
報
告
「
兵
庫
県
北

条
町
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」（
昭

和
三
十
五
年
）
も
、
そ
の
存
在
は
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
役
所
内
に

は
現
物
が
な
く
、
東
京
の
古
書
店
を

歩
き
回
っ
て
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た

も
の
で
す
。

そ
こ
で
市
民
の
み
な
さ
ま
へ
お
願
い

で
す
が
、
明
治
以
降
〜
昭
和
四
十
年

ご
ろ
ま
で
の
「
町
役
場
や
村
役
場
で

保
管
し
て
い
た
文
書
」、「
役
場
が
発

行
し
た
印
刷
物
・
資
料
」、「
年
次
報

告
書
」、「
戦
前
の
新
聞
記
事
（
加
西

関
連
）
の
切
り
抜
き
」
な
ど
お
持
ち

の
方
は
ぜ
ひ
、
市
史
編
集
室
ま
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

（
姫
路
獨
協
大
学
法
学
部
助
教
授
）

東京の古書店で入手した
北条町に関する調査報告書

求
む
!
近
現
代
の
行
政
・
歴
史
資
料

加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会

近
現
代
史
部
会
長
　

稲
　
継
　
裕
　
昭

10
月
23
日
（土）
「
第
13
回
幼
年
・

少
年
・
婦
人
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
「
見
て
」「
聞
い
て
」

「
体
験
」
し
、
楽
し
み
な
が
ら
正
し

い
火
災
予
防
知
識
を
身
に
つ
け
て

も
ら
お
う
と
、
市
少
年
婦
人
防
火

委
員
会
が
、
日
本
防
火
協
会
の
協

賛
を
得
て
、
市
防
火
協
会
の
協
力

の
も
と
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
防
火
に
取
り
組
む
幼
年
・

少
年
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
婦
人

消
防
隊
や
一
般
か
ら
約
千
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

幼
年
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
パ
レ

ー
ド
に
続
き
、
少
年
消
防
隊
に
よ

る
白
熱
し
た
屋
内
消
火
栓
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
参

加
し
た
人
達
が
、
起
震
車
に
よ
る

地
震
体
験
、
油
火
災
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

爆
発
実
験
な
ど
を
通
し
て
、
改
め

て
地
震
の
怖
さ
や
防
火
の
大
切
さ

を
身
を
も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
や

ぬ
い
ぐ
る
み
と
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
な

ど
多
彩
な
催
し
も
行
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
人
達
が
楽
し
み
な
が
ら
防

火
・
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
三

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係
ま

で
。

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

九
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者

六
十
一
名
〕

（
市
役
所
職
員

六
十
一
名
）

〔
再
講
習
受
講
者

三
名
〕

（
市
役
所
職
員

三
名
）

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

幼
年
・
少
年
・
婦
人
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

防
火
の
お
祭
り

よ
り
楽
し
く

第13回







気
あ
い
あ
い
楽
し
く
盛
り
あ
が
り
ま

し
た
。
三
方
山
波
の
豊
か
な
自
然
に

加
え
、
こ
の
町
に
は
休
耕
田
、
間
伐

材
な
ど
あ
り
余
っ
た
資
源
が
多
く
、

こ
れ
ら
を
有
効
利
用
し
、
万
願
寺
ト

ウ
ガ
ラ
シ
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
地
域
の

目
玉
に
な
る
も
の
を
作
る
と
共
に
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
観
光
客
に
来

て
頂
け
る
ま
ち
づ
く
り
と
、
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
お
年
寄
り

が
談
笑
で
き
る
小
さ
な
集
会
所
の
設

置
を
是
非
考
え
て
い
き
た
い
の
で
す
が

…
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

真
紅
に
染
ま
る
秋
の
夕
暮
れ
、

「
田
遊
び
」「
鬼
追
い
」
ふ
る
さ
と
の
春

の
祈
り
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
雰
囲

気
の
あ
る
、
あ
っ
た
か
い
町
の
印
象
を

強
く
受
け
ま
し
た
。

12

加
西
市
の
最
北
端
に
位
置
す
る
上

万
願
寺
町
は
、
89
世
帯
、
男
１
７
１

人
・
女
１
５
９
人
が
お
互
い
の
生
活

を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
ち
ょっ
と
し

た
気
配
り
を
す
る
と
い
う
田
舎
な
ら

で
は
の
人
情
味
あ
ふ
れ
る
心
豊
か
な

町
で
す
。
町
民
の
殆
ど
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
土
祭
日
中
心
の
兼
業
農
家
、
キ

ヌ
ヒ
カ
リ
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
山
田
錦
を

作
り
、
平
日
は
、
お
年
寄
り
が
の
ん

び
り
と
留
守
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
何

処
に
で
も
あ
る
風
情
の
上
万
願
寺
町

区
長
池
田
孝
一
さ
ん
宅
を
伺
い
ま
し

た
。「
町
に
は
、『
む
か
し
』
を
伝
え

る
多
く
の
文
化
財
や
イ
ベ
ン
ト
、
ま
た

言
伝
え
・
引
き
継
が
れ
て
き
た
伝
説

や
伝
統
が
一
杯
あ
り
、
四
季
を
通
し

て
住
む
人
、
訪
れ
る
人
の
心
を
知
ら

ず
知
ら
ず
に
古
代
へ
誘
う
不
思
議
な

魅
力
を
も
っ
た
町
で
す
。
大
晦
日
に

は
、
門
松
、
シ
メ
縄
が
張
り
め
ぐ
さ

れ
た
東
光
寺
の
境
内
に
、
夜
11
時
を

過
ぎ
た
頃
か
ら
人
が
寄
り
は
じ
め
、

同
寺
に
あ
る
釣
鐘
（
県
の
重
要
文
化

財
）『
除
夜
の
鐘
』
の
音
色
で
新
年

を
迎
え
ま
す
。
上
・
下
両
万
願
寺

町
か
ら
選
ば
れ
た
『
宮
委
員
』
と
称

す
る
役
員
に
よ
り
、
東
光
寺
と
若
一

神
社
の
年
間
の
祭
事
が
昔
の
伝
統
そ

の
ま
ま
に
執
り
行
わ
れ
る
し
き
た
り

に
な
っ
て
お
り
、
東
光
寺
で
は
、
毎
年

１
月
８
日
の
夜
、
比
叡
山
延
暦
寺
の

行
事
に
合
わ
せ
て
鬼
会
の
儀
式
が
行

わ
れ
、
午
後
８
時
本
堂
拝
殿
で
『
田

あ
そ
び
』
か
ら
始
ま
り
ま
す
。『
田

あ
そ
び
』
は
福
太
郎
と
福
次
郎
と
田

主
が
種
蒔
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
仕
種

を
し
て
五
穀
豊
穰
を
祈
る
も
の
で
、

『
田
あ
そ
び
』
の
あ
と
勇
壮
な
『
鬼
追

い
』
の
行
事
が
始
ま
り
、『
鬼
追
い
』

に
は
、
オ
ン
ノ
コ
と
いっ
て
子
供
か
ら
大

人
ま
で
の
参
拝
客
が
拝
殿
に
あ
が
り

棒
を
激
し
く
打
ち
合
っ
て
儀
式
を
盛

り
あ
げ
、
厄
亊
災
難
を
追
い
払
い
神

仏
に
平
安
を
祈
る
行
事
と
し
て
古
来

か
ら
受
け
継
ぎ
、
町
を
代
表
す
る
伝

統
行
事
で
す
。
ま
た
上
芥
田
町
に
通

じ
る
女
切
坂
に
は
、
峠
の
辻
に
比ひ
翼よく

塚づか
跡
が
あ
り
、
峠
を
は
さ
ん
だ
『
て

る
と
市
兵
衛
』
の
悲
し
い
恋
物
語
と

し
て
今
も
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
１

月
19
日
に
は
、
金
剛
院
で
の
厄
神
さ

ん
、
春
に
は
、
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
取

り
の
人
で
賑
わ
い
、
夏
は
道
奥
の
大

谷
池
か
ら
ま
だ
１
�
ほ
ど
奥
に
登
り

詰
め
た
所
に
、
万
願
寺
川
の
源
流

『
大
谷
不
動
の
滝
』
が
あ
り
、
山
伏

の
修
行
と
共
に
お
年
寄
り
の
信
仰
を

集
め
る
場
所
で
あ
り
、
渓
水
は
今
だ

か
っ
て
枯
れ
た
こ
と
が
な
く
、
町
の
歴

史
を
静
か
に
見
続
け
て
き
た
秘
境
で

も
あ
り
ま
す
。
秋
は
、
な
ん
と
言
っ
て

も
松
茸
狩
り
と
町
民
こ
ぞ
っ
て
の
親

睦
会
で
す
。
今
年
は
、『
町
民
ふ
れ
あ

い
祭
り
99
』
と
銘
打
っ
た
町
あ
げ
て

の
『
お
祭
り
』
を

行
い
ま
し
た
。
う

ど
ん
、
焼
き
鳥
、

お
で
ん
、
い
か
や

き
、
炊
き
込
み
ご

飯
、
各
種
飲
み
物

な
ど
色
々
な
屋
台

コ
ー
ナ
ー
、
ま
た

お
年
寄
り
中
心
の

も
ち
つ
き
大
会
、

く
つ
と
ば
し
・
○
×

ク
イ
ズ・
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
な
ど
、
班
長

さ
ん
、
い
き
い
き

委
員
会
、
各
種
団

体
な
ど
の
協
力
の

も
と
、
２
５
０
余

人
が
参
加
し
、
和

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

上万願寺町区長の
池田孝一さん

東光寺に伝わる勇壮な「鬼追い」

まちの数字 89世帯　330人
（男171人・女159人）

次回はカナダ村の予定です。

四
季
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
を

満
喫
で
き
る
ま
ち

町民ふれあい祭でのもちつき大会

,

上
か み

万
ま ん

願
が ん

寺
じ

町
ちょう
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去
る
10
月
17
日
�
、
障
害
者
交

流
会
「
い
も
ほ
り
＆
バ
ー
べ
キ
ュ

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
が
ゆ
れ
る
千
ノ
倉
い

も
ほ
り
園
で
行
う
交
流
会
も
、
今

年
で
５
回
を
数
え
ま
す
。
真
っ
青

いいいい
もももも
ほほほほ
りりりり
＆＆＆＆
ババババ
ーーーー
ベベベベ
キキキキ
ュュュュ
ーーーー

10月13日、北条鉄道株式会社（藤
岡重弘社長）は、昭和60年の開業以
来運転事故が皆無であることから、
古角鉄道部長が代表して近畿運輸局
長表彰を受けました。これからも市
民の皆様の安全で便利な足として愛
されるようがんばります。

今年４月の男女雇用機会均等法の
改正を受けて、10月22日�、労働省
兵庫女性少年室竹田ゆり子室長補佐
を講師に迎え、市職員400名を対象に
セクシャル・ハラスメント（性的嫌
がらせ）防止研修を実施しました。

市職員へのセクハラ研修を実施

旧海軍姫路航空隊の航空基地であった鶉
野飛行場跡地に「平和祈念の碑」が建立さ
れ、10月９日�に除幕式が行われました。碑
の設立には、地元関係者等による「平和祈念
の碑建立実行委員会」（三宅通義委員長）
が昨年４月から準備をされ、式典には当時の
関係者やその遺族350名が参加されました。

もう二度と過ちは繰り返さない!

鶉野飛行場跡に平和祈念の碑

北条鉄道が近畿運輸局長表彰受賞

ぼ
く
の
夢

北
条
東
小
学
校
六
年

田
嶋
　
要
造
く
ん

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
で

す
。み

ん
な
で
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
、
取
り
合
っ
て
得
点
し

た
時
は
、
友
達
と
手
を
た
た

い
て
喜
び
合
い
ま
す
。
寒
さ

の
中
で
も
汗
が
流
れ
出
て
き

て
、
気
分
は
最
高
で
す
。

プ
ロ
の
選
手
に
な
っ
て
、

応
援
に
来
て
く
れ
る
人
が
喜

ん
で
く
れ
る
よ
う
な
プ
レ
ー

を
し
た
い
で
す
。

10月16・18日、北条鉄道網引駅や
東笠原町、善防公民館などで県の人
権啓発映画「今、光っていたい」の
撮影が行われました。この映画は12
月にテレビ放映されます。お楽しみ
に。

市内で県人権映画を撮影

な
空
が
気
持
ち
い
い
こ
の
日
、
参

加
者
30
人
が
、
い
も
ほ
り
と
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

回
を
重
ね
て
行
く
と
、
参
加
者

の
方
々
も
要
領
を
得
、
い
ろ
ん
な

お
手
伝
い
を
進
ん
で
や
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
。

「
う
わ
ー
、
肉
が
こ
げ
る
!
こ
の

班
、
肉
を
ひ
っ
く
り
返
せ
る
者
が

お
ら
ん
」
と
叫
ん
で
い
る
班
も
あ

れ
ば
、
お
肉
も
お
い
も
も
ゆ
っ
く

り
と
味
わ
っ
た
班
も
あ
り
ま
し
た
。

外
へ
出
て
、
人
と
会
っ
て
、
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
て
…
た
ま
に

は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
事
も
大
切

で
す
ね
。

秋
を
満
喫
し
た
一
日
で
し
た
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

これからも「安全運輸の充実」と
「サービスの向上」に全力を注ぎます

自分に認識がなくてもセクシャ
ル・ハラスメントは成立します

和やかな中にも緊張感漂う
撮影現場

完成した平和祈念の碑
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同和教育
シリーズ

近ごろ、「いじめ」、体罰、不登校、児童虐
待など子供の人権問題が大きな社会問題とな
っています。
「いじめ」の原因や背景については、核家族
化、家庭の少子化から生じる子どもの対人関
係の訓練不足、受験競争の激化等による欲求
不満の増大や地域社会の正義感や連帯感の希
薄化、ともすれば他人の誤った行動に対して
も傍観者的態度をとりがちな傾向等が指摘さ

れていますが、その根底には、他人に対する
思いやりや、いたわりといった人権意識の立ち
後れがあるのではないでしょうか。日常生活の
中で豊かな人権感覚の土壌をつくって行くこと
が欠かせません。
◯人のいたみに気づく心が差別をなくす第一歩

北条小ＰＴＡ 村岡　真一さん

◯生まれたときは皆裸差別知識も零のはず
そのまま育てば零のはず

北条小ＰＴＡ 菅原　正勝さん

◯笑顔の輪 みんなで築こう 市民の和
北条東小ＰＴＡ 山名　　太さん

◯きれいな心 くもらせないで
北条東小ＰＴＡ 国松　順子さん

子どもの人権問題

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　　　http://www4.justnet.ne.jp/̃home/izumijhs  泉中学校

西
ノ
側
窯
跡
群
は
奈
良
時
代
後
半

（
約
千
二
百
年
前
頃
）
の
三
基
か
ら

成
る
須す

恵え

器き

窯
跡
群
で
す
。
こ
の
窯

跡
群
の
三
百
メ
ー
ト
ル
南
東
方
向
の

丘
陵
裾
部
に
は
江
ノ
下
遺
跡
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
西
ノ
側
窯
跡
群

で
焼
か
れ
た
須
恵
器
、
焼
成

し
ょ
う
せ
い
前
の
須

恵
器
の
未
製
品
、
粘
土
採
掘
跡
、
建

物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
江
ノ
下
遺
跡
が
西
ノ
側
窯
跡
群
を

含
め
、
須
恵
器
生
産
工
人
の
工
房
集

落
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
当

時
の
生
産
活
動
の
様
子
を
総
合
的
に

把
握
で
き
る
貴
重
な
遺
跡
と
い
え
ま

す
。ま

た
、
江
ノ
下
遺
跡
に
も
窯
跡
が

あ
り
、
須
恵
器
と
瓦
、
鴟し

尾び

（
建
物

の
大
棟
を
飾
る
装
飾
瓦
）
を
焼
い
て

い
た
よ
う
で
す
。
当
時
、
瓦
、
鴟
尾

を
用
い
る
の
は
寺
院
や
役
所
に
限
ら

れ
て
お
り
、
今
後
、
そ
の
供
給
先
が

判
明
す
れ
ば
、
地
域
の
経
済
や
政
治

圏
の
理
解
を
深
め
る
上
で
有
効
な
資

料
と
な
り
ま
す
。

79

西に
し

ノ
側が
わ

窯
跡
群
・
江ご
う

ノ
下し
た

遺
跡
…
谷
口
町

須
恵
器
窯
跡
、
粘
土
採
掘
跡
、
住
居
跡
を
セ
ッ
ト
で
発
見
!

須
恵
器
生
産
工
人
の
集
落
跡
？

西ノ側2号窯　全景

位置図

「
一
人
ひ
と
り
の

自
立
を
目
指
し
て
」

加加加加
西西西西
養養養養
護護護護
学学学学
校校校校

養
護
学
校
に
学
ぶ

子
ど
も
達
は
、
一
人

ひ
と
り
が
個
性
豊
か
で
多
様
で
す
。

一
人
ひ
と
り
に
即
し
た
自
立
を
め

ざ
し
、
個
別
の
学
習
計
画
を
立
て
、

必
要
な
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
学

習
の
一
端
を
紹
介

し
ま
す
。

小
学
部
で
は
、

身
辺
自
立
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
日
常

の
生
活
の
中
で
少

し
ず
つ
で
も
一
人

で
で
き
る
こ
と
が

増
え
る
よ
う
に
、

基
礎
的
な
力
や
習

慣
を
高
め
ま
す
。

本
校
は
、
宿
泊
施
設
が
整
っ
て
い

て
、
ど
の
子
も
が
、
学
期
に
一
回

は
学
校
で
宿
泊
学
習
を
実
施
し
ま

す
。
食
材
の
買
出
し
か
ら
始
ま
っ

て
、
食
事
の
支
度
、
食
事
、
歯
磨

き
、
衣
類
の
着
脱
、
入
浴
、
就
寝

…
と
日
常
生
活
を
再
現
し
、
全
て

を
学
習
す
る
の
で
す
。

中
学
部
で
は
、
小
学
部
で
の
経

験
を
基
に
、
日
常
生
活
の
力
を
よ

り
高
め
、
社
会
生
活
の
力
を
身
に

つ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
宿

泊
学
習
の
日
数
も
増
え
、
た
く
さ

ん
の
社
会
経
験
を
積
む
た
め
に
、

学
校
外
で
の
活
動
も
増
え
て
き
ま

す
。高

等
部
は
、
い
よ
い
よ
社
会
へ

の
巣
立
ち
の
準
備
で
す
。
一
人
ひ

と
り
に
応
じ
た
社
会
生
活
・
職
業

生
活
を
め
ざ
し
ま

す
。
と
り
わ
け
職

業
生
活
に
向
け
て

は
、
毎
学
期
に
職

場
実
習
体
験
を
し

ま
す
。
市
内
各
地

の
事
業
所
や
福
祉

施
設
の
方
々
の
ご

協
力
を
得
て
、
実

習
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀

は
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う

考
え
方
が
大
き
な
流
れ
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
世
に
生
を
受
け

た
全
て
の
人
が
幸
せ
に
生
き
て
い

く
、「
共
生
社
会
」
の
実
現
を
願
っ

て
い
ま
す
。

障
害
児
の
自
立
の
た
め
に
、
市

民
の
皆
様
の
、
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「いーい湯だな」小学部宿泊学習での入浴練習
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管
支
喘
息
に
よ
る
咳
な
の
で
す
。
こ
の
場

合
、
症
状
と
し
て
は
咳
だ
け
で
あ
り
発
熱
、

痰
、
呼
吸
苦
な
ど
は
伴
わ
ず
、
通
常
、
昼

間
よ
り
も
夜
間
（
か
ら
早
朝
）
に
多
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
や
肺
機
能
検
査
に
異
常
は
認
め
ら
れ
ず
、

血
液
検
査
に
お
い
て
も
炎
症
反
応
の
上
昇

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
は
風
邪
が
き
っ
か

け
で
咳
が
出
だ
し
、
そ
の
後
、
風
邪
が
治

っ
て
も
咳
だ
け
が
持
続
す
る
た
め
医
療
機

関
で
も
感
染
が
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
、
抗
生
剤
や
鎮
咳
剤
が
処

方
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の

薬
で
は
咳
は
全
く
止
ま
ら
ず
持
続
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
咳
に
対
し
て
は
気
管
支
喘
息

の
治
療
薬
で
あ
る
気
管
支
拡
張
剤
が
劇
的

に
効
果
を
示
し
ま
す
。

何
週
間
に
も
わ
た
っ
て
咳
が
止
ま
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？一

言
で
咳
と
言
っ
て
も
そ
の
原
因
は
様

様
で
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の

は
、
急
性
の
上
気
道
炎
（
い
わ
ゆ
る
風
邪
）

や
気
管
支
炎
、
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
の
感

染
症
で
あ
り
、
通
常
、
咳
は
発
熱
、
痰
な

ど
の
症
状
を
伴
っ
て
出
現
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
咳
は
疾
患
が
治
療
に
よ
り
治
癒
す
る

に
伴
い
、
他
の
症
状
と
同
様
に
軽
減
し
て

い
き
ま
す
。

し
か
し
、
発
熱
、
痰
な
ど
の
他
の
呼
吸

器
症
状
を
伴
わ
ず
に
数
週
間
以
上
持
続
す

る
咳
を
訴
え
て
医
療
機
関
を
訪
れ
る
方
が

最
近
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

咳
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
が
実
は
気

市立加西病院

内科医長

城谷　知彦

咳
喘
息

せ
き
ぜ
ん
そ
く

っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

││
夜
間
を
中
心
に
何
週
間
も
続
く
咳
の
原
因
││

歯科医院での歯科衛生士の重
要な仕事に歯磨き指導があります。
まだまだ正しく普及されていないよ
うですが、指導の数ヶ月後に「ス
ッキリできるようになった」「出血し
なくなった」という声にやりがいを
感じます。ぜひ上手に受診してく
ださい。

（加西市歯科衛生士会）

歯科衛生士の歯磨き指導

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈材　料〉（4人分）
米＝３カップ、聖護院大根＝１／２個、貝柱（生食用）
４～５個、ネギ＝適当、塩＝少々、こしょう＝少々、だし
汁＝２カップ、薄口しょうゆ＝大さじ５、みりん＝大さじ５

〈作り方〉
①貝柱と大根を1.5�角に切り、さっと湯通しする。
②米と分量の水、塩少々を入れて炊く。沸騰した
ら①を入れる。
③だし汁２カップ、しょうゆ、みりん各大さじ５を合わ
せ、ひと煮立ちさせる。
④丼に炊きあがった大根飯を盛り熱い③をかける。
好みでさらしネギ、こしょうをふる。

町ぐるみ健診の基本健診の結果、糖尿病で
高くなる血糖値が正常範囲を超えていたＡさん。
早めに医療期間で再検査や治療を受けましょうと
通知を出しましたが、１ヶ月すぎても何の連絡もあ
りません。直接出会って、医療期間へ受診され
ない理由などを聞いてみました。
「家族にもうるさいくらいに早く診てもらえと言わ
れているが、別に元気やし、どこもどうもないと思
う。年はとって仕事はえらいけど若いものと同じよ
うに８時間働けるしなあ。別に悪かったら死ぬだ
けや。死ぬ時はどないしても死ぬんや。まあー年
にいっぺんくらいは行事みたいなもんで健診を受
けとかんと心配やと思うだけや。」
しかし、本当にそれでよいのでしょうか？病気は
早期に治療したり、生活を見直すことで悪化を防
ぐことができます。放置している間にどんどん病気
が進行しているかもしれません。本当に悪くなって
しまって困るのは自分自身ではないでしょうか？
そして、もっと困るのはあなたの身体を心配し
ている家族です。自分だけの身体ではないと感
じたことはありますか？
さらに病気が進行してからでは、自覚症状が
ない時に受診することに比べ医療費が数倍かか
り、本人・家族だけの苦しみではなくＡさんの健
康保険の財政状況も悪化させることになるので
す。そんなところにまで影響を及ぼしていると考え
たことがありますか？
Ａさんだけでなく、早めに医療期間に受診しま
しょうという「要医療」と判定されても、自覚症状
がないからと受診に結びつかない方が多いのが
現実です。せっかく受けた健診。一生つきあう自
分の身体と周りのために、もっと真剣に見てくださ
い。健診を受けられた方はもう一度結果を見直し
てみましょう。まだ遅くはありません。
★問合先 健康福祉課（電話42-８７２８）

あなたとあなたの周りのために

気
管
支
喘
息
の
症
状
は
一
般
的
に
は
喘

息
を
伴
っ
た
呼
吸
困
難
で
す
が
、
症
状
が

咳
の
み
で
発
症
す
る
気
管
支
喘
息
も
存
在

す
る
こ
と
が
近
年
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
喘
息
を
咳
喘
息
と
言
い
、
気

管
支
喘
息
の
軽
症
例
、
も
し
く
は
気
管
支

喘
息
の
一
歩
手
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

咳
喘
息
は
将
来
的
に
は
気
管
支
喘
息
に
移

行
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
早
期
診
断
が

必
要
で
す
。

咳
喘
息
も
気
管
支
喘
息
同
様
、
ア
レ
ル

ギ
ー
素
因
、
家
族
歴
の
あ
る
人
に
発
症
し

や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
咳
が
夜
間
を
中
心
に
何
週
間
も
続

き
、
咳
喘
息
が
疑
わ
れ
る
な
ら
一
度
専
門

医
に
御
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

〈シェフから一言〉
ごはんは流し込まないでよく噛
んで食べましょう。大根もいろ
んな方法で食べましょう。

い
ず
み
会
会
員
（
常
吉
町
）

藤
原
　
亀
治
さ
ん
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家を新築するんですが、最近よく耳にする
「シックハウス症候群」って何ですか？気をつけ
ることはありますか？
建材などに含まれる化学物質が原因で頭

痛・吐き気をはじめとするさまざまな健康障害
の出る病気の総称です。
原因となる代表的な化学物質は、壁紙をは

る接着剤や合板に含まれるホルムアルデヒドで

す。室内で高濃度になるために起きることが多
いため、換気をこまめにすることが大切です。
特に、新築直後は換気に注意しましょう。ま

た、リフォーム等を計画する際は、工務店と相
談して有害物質が発生しない材料を選びまし
ょう。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「シックハウスと化学物質」
Ｑ

Ａ

ハナサク

下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!

10月31日�をもってトルコ
大地震義援金の受付を終了し
ました。総額97,229円を県義
援金募集委員会へ送金いたし
ました。ひき続き、市役所・市
民会館で台湾大地震義援金の
募集を行っております。
問合先 秘書広報課（電話42-8701）

ご協力ありがとうございました

成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果成人式の服装についてのアンケート結果
11月8日現在

【代表区長会の意見】
新成人の自由意思が大切であり、服装
にこだわらないとのアンケートの調査結
果を区長会としては尊重する。

【くらしと生活を守る会の意見】
服装は申合せで取り決めるのではな

く、新成人の判断で決め、新成人の自由
意思を尊重したい。

加西市では、成人としての第一歩を踏み出され、夢と希望に輝く新成人のみなさん

をお祝いし成人式を開催します。

日　時 平成12年1月9日（日） 午前10時～

場　所 市民会館文化ホール（受付・午前9時30分～10時）

対象者 市内に在住し、昭和54年4月2日～昭和55年4月1日に生まれた方

（後日案内を送付します。市外へ転出された方で出席を希望される方は当日受付けます。）

問合先 秘書広報課（電話42-8701）

☆服装については、近年服装の自由化を

求める声も多いため、くらしと生活を

守る会・加西市の連名で、成人式の服

装についてのアンケート調査を行いま

した。新成人の自由意思に任せるが約

65％を占め自由化に賛成されました。

この調査結果に基づき代表区長会、く

らしと生活を守る会の意見を勘案し、

新成人の服装については、新成人の自

由意思に任せる方向で決定しました。

1．成人式の女性の服装について
①申合せを引き継ぎ、ふだん着参加とする。

３７６名
②新成人の自由意思に任せる。 ６８８名
2．新成人の自由意思に任すとどのような影
響があると考えられますか。
①特に影響があるとは思われない。

８５８名
②成人式への出席者が減る。 １６５名
3．晴れ着の着用について、親の立場として
考えていただくとどう思われますか。
①多少負担になっても、一生に一度のよい
思い出になるので、是非着せたい。

１２７名
②レンタルなどを利用して、負担にならな
い程度で着せたい。 ２０４名
③子どもの自由意思にまかせたい。

６６０名
④負担になるので着せない。 １０８名

※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店まで。
問合先 下水道部（電話42-8760・1）
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篠倉穂花ちゃん（若井町）
1歳2カ月

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
12月７日（火）午前10時～午後３時　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
12月７日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
12月２日（木）健康福祉民館
12月９日（木）農村環境改善センター・11月18日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
11月25日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診 （受付時間）

平成11年９月生れの乳児 11月24日（水） 午後１時～２時
平成11年10月生れの乳児 12月22日（水） 午後１時～２時

■4カ月児健診
平成11年７月生れの乳児 12月１日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成10年６月生れの幼児 12月14日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成８年５月生れの幼児 11月16日（火） 午後１時～２時
平成８年６月生れの幼児 12月21日（火） 午後１時～２時

■乳幼児保健相談
希望者 12月８日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 12月８日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。

11月21日（日） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）
23日（火） 新和会診療所 （若井町・電話44-０２２５）
28日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47-００６６）

12月 5日（日） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）
12日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）
19日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）
26日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）

妊婦教室と母子健康手帳の交付
11月18日（木）・12月16日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持参ください。
�問合先 健康福祉課（電話42-８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書
〔おはなし会〕

12月11日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
11月20日（土）
11月23日（火）

王妃の離婚（佐藤賢一著）
長助の女房（平岩弓枝著）
おおとりは空に（津本　陽著）
顔（シドニィ・シェルダン著）
老人力②（赤瀬川原平著）
あなたみたいな明治の女（群 ようこ著）
ＮＨＫニッポンときめき歴史館
播磨の祭り（北村泰生［ほか］著）ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

ほの か

野山の花木は伐らないようにしましょう

日
　
時

12
月
12
日
（日）

午
前
９
時
〜
小
雨
決
行

※
雨
天
12
月
19
日
（日）

場
　
所

加
西
球
場
周
辺
コ
ー
ス

参
加
資
格

市
内
に
居
住
・
勤
務

・
通
学
し
て
い
る
者

種
　
目

６
０
０
m
〜
５
０
０
０

m
、
男
女
年
齢
別
に
全
23
部

参
加
費

高
校
生
以
上
１
人
４
０

市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

０
円
・
小
中
学
生
１
人
２
０
０
円

※
当
日
受
付
け
で
納
付

申
込
先

所
定
の
申
込
用
紙
ま
た

は
ハ
ガ
キ
に
出
場
部
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
〒
６
７
５
│
２
３
０
３
加
西

市
北
条
町
古
坂
８
８
２
│
14
加
西

市
陸
上
競
技
協
会
　
植
田
ま
で

問
合
先

教
育
委
員
会
　
体
育
保

健
課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
・
雨
天

時
電
話
42
│
１
１
１
０
）

講
演
と
様
々
な
立
場
か
ら
の
事

第
7
回
東
播
磨

痴
呆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
痴
呆
性
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
―

例
発
表
を
通
し
て
、
痴
呆
高
齢
者

を
地
域
で
支
え
る
方
法
を
学
び
ま

す
。
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
関

係
者
、
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
は
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
４
日
（土）

13
時
30
分
〜
16
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

内
　
容

・
講
演
「
痴
呆
高
齢
者
を
地
域
で

支
え
る
た
め
に
」
関
西
福
祉
大
学

教
授
　
小
林
敏
子
先
生

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
費

無
料

定
　
員

３
０
０
名
（
申
込
順
）

申
込
先

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

11
月
26
日
（金）
ま
で
に
、
加
西
病
院

地
域
医
療
室
内
「
東
播
磨
老
人
性

痴
呆
疾
患
セ
ン
タ
ー
」
ま
で
（
電

話
42
│
５
５
１
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
５

３
６
５
）

平
成
12
年
４
月
か
ら
介
護
保
険

が
始
ま
り
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
に
は
、
要
介
護
の
認
定

が
必
要
で
す
。

（有）
ラ
パ
ア
ウ
大
杉

別
府
町
丙
３
│
１

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
47
│
８
１
９
１
）

「
要
介
護
認
定
」
申
請
受
付
中

申
請
代
行
業
者
追
加
の
お
知
ら
せ

〈ママの一言〉
我家で一番早起き“ほのか”、一番泣き虫“ほのか”、一番
かわいい“ほのか”、一番ややこしい“ほのか”、そして一番
の人気者“ほのか”です。

（パパ・弘和さん、ママ・好美さん）
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く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会
で
は
、

物
の
命
を
大
切
に
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
生
か
す
た
め
、
再

生
修
理
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

12
月
６
日
（月）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

受
　
付

午
前
９
時
〜
12
時

場
　
所

加
西
市
農
協
富
合
支
店

修
理
内
容

包
丁
・
ハ
サ
ミ
・
靴
・

洋
傘
・
そ
の
他

問
合
先

加
西
市
く
ら
し
と
生
活

を
守
る
会
（
環
境
課
電
話
42
│
８
７

３
１
）

ご
み
を
出
さ
な
い
方
法
、
出
た

ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
法
な

ど
毎
日
の
く
ら
し
の
な
か
で
、
ち

ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
が
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
２
月
開
催
予
定
の
「
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
加
西
大
会
」

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

の
ア
イ
デ
ア
募
集

│
物
の
命
を
大
切
に
│

再
生
修
理
会
の
お
知
ら
せ

の
場
で
パ
ネ
ル
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

応
募
要
領

①
一
件
に
付
き
２
０
０
字
以
内
に

わ
か
り
や
す
く
簡
潔
に
書
い
て
下

さ
い
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
ひ
と
り
何
件
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

②
期
　
限

12
月
10
日
（金）

③
提
出
先

〒
６
７
５
│
２
３
９

５
　
加
西
市
役
所
市
民
環
境
部
環

境
課
ご
み
対
策
係
（
電
話
42
│
８
７

３
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
６
２
６
９
）

知
的
障
害
者
授
産
施
設
加
西
市

立
善
防
園
が
ハ
ボ
タ
ン
の
販
売
を

し
て
い
ま
す
。

種
類
は
ち
ぢ
み
の
白
の
み
で
、

１
本
１
５
０
円
で
す
。（
先
着
順
、

電
話
予
約
・
配
達
不
可
、
善
防
園

ま
で
お
こ
し
下
さ
い
。）

年
末
調
整
の
留
意
事
項
や
給
与

支
払
報
告
書
、
法
定
調
書
の
記
載

方
法
等
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

12
月
１
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

年
末
調
整
説
明
会

善
防
園
が

ハ
ボ
タ
ン
を
販
売
中

場
　
所

市
民
会
館
コ
ミ
セ
ン
小

ホ
ー
ル

問
合
先

税
務
課
税
制
係

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

市
民
の
皆
様
の
交
流
と
健
康
づ

く
り
を
目
的
に
、
ふ
れ
あ
い
社
交

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

日
　
時

12
月
５
日
（日）

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

※
健
康
福
祉
会
館
（
電
話
42
│
６
７

０
０
）
で
整
理
券
（
３
０
０
円
）

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
11
月
15

日
（月）
〜
12
月
４
日
（土）
）

狩
猟
期
間

平
成
11
年
11
月
15
日

（月）
〜
平
成
12
年
２
月
15
日
（火）

狩
猟
が
解
禁
に
な
る
と
、
多
く

の
ハ
ン
タ
ー
が
入
山
す
る
の
で
、

山
登
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
さ
れ
る

方
は
十
分
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
も

ル
ー
ル
を
守
り
、
銃
器
の
保
管
は

厳
重
に
お
願
い
し
ま
す
。

狩
猟
が

解
禁
に
な
り
ま
し
た

ふ
れ
あ
い

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

交通事故発生状況

交通事故急増!! 安全運転に努めましょう

本　年 1,370
1,246
＋124

242
159
＋83

4
2
＋2

322
196
＋126

前年同期
増　減

総件数 人身事故件数 死　者 負傷者
平成11年11月9日現在

個人事業税第2期分納期限は

11111111月33330000日（火）です。
�忘れずに納期内に納めましょう。
�納税は便利な口座振替をご利用下さい。

★問合先 兵庫県社財務事務所　課税第1課
（電話0795-42-5111 内線219・220）

平成11年
度

市内では交通事故が大幅に増加しています。これから年末を迎え忘年会など飲
酒の機会が増えますが、絶対に飲酒運転はしない。必ずシートベルトを着用し、早
めにヘッドライトを点灯して、スピードを控えたゆとりある運転をしてください。

11
月
１
日
よ
り
自
動
車
等
の
走

行
中
は
携
帯
電
話
の
使
用
が
原
則

禁
止
、
カ
ー
ナ
ビ
や
Ｔ
Ｖ
の
注
視

が
禁
止
行
為
と
な
り
ま
す
。

も
し
こ
れ
に
違
反
し
て
事
故
を

起
こ
し
た
り
、
誘
発
す
る
等
し
て

道
路
交
通
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
た

場
合
は
、

罰
　
則

３
ヶ
月
以
下
の
懲
役
又

は
５
万
円
以
下
の
罰
金

違
反
点

２
点

反
則
金

６
０
０
０
円
〜

１
２
０
０
０
円

一
瞬
の
脇
見
が
危
険

―
11
月
1
日
か
ら
運
転
中
の

携
帯
電
話
の
使
用
が
禁
止
―



市内で造った製品を市内で買いましょう。19

お く や み

増田　輝子 84 秀　充 下道山
古田　正一 81 健　三 西　長
高井　尚子 10 紀　昭 栄　町
柴田さかゑ 77 幸　一 下若井
山崎　鶴雄 79 拓　哉 鶉野中
渡部とよ子 85 昭 栗　田
森川まきゑ 89 初　美 鶉野中
山田　　明 69 清 山　枝
藤本　岩男 73 審　人 別府東
大西まきの 90 淳　一 東　南
稲岡　正義 69 直　樹 三　口
深田　　巖 73 一　春 下宮木村
野田　玉治 83 留　意 江ノ木
小田　和良 47 弥　生 南網引
山名いわの 83 秀　夫 栗　田
内橋みつこ 79 正　嗣 別　所
切貫　恒信 80 信　一 広　原
豊田　まさ 81 操 網　引
前田　　實 83 里　美 大　村
浅田　幸男 68 共　洋 朝　妻
山本　督能 85 公　一 千ノ沢
田中　國次 76 建　夫 谷　口
西留美登子 65 春　満 東笠原
山口　幸雄 65 和　正 桑原田
常峰　三郎 86 旨　弘 横　尾
和嶋　ヨシ 94 豊 加西の里
瀬戸　三治 74 豊 古坂２丁目
高井　節二 94 賢 下若井
山本　久武 74 勝　範 栗　田
原　　三治 83 泰　久 栗　田
中野　光晴 38 美　鈴 横　尾

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（10月31日受付分まで・敬称略）

用
済
み
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ

ィ
ル
ム

問
合
先

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し
営
農
部

営
農
生
産
課（
電
話
47
│
１
２
８
２
）

人
権
問
題
（
名
誉
・
信
用
・
差

別
・
私
的
制
裁
・
い
や
が
ら
せ
・

い
じ
め
）
で
お
悩
み
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
７
日
（火）

10
時
〜
15
時

場
　
所

市
民
会
館
　
　
　
　

問
合
先

神
戸
地
方
法
務
局
北
条

出
張
所
（
電
話
42
│
０
５
０
５
）

家
屋
が
完
成
し
た
ら
必
ず
家
屋

完
成
報
告
書
（
ハ
ガ
キ
）
か
電
話

家
屋
の
新
改
築
、
取
り

壊
し
は
届
出
を
!

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間

人
権
特
設
相
談
所
を
開
設

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
税
務
課
の

職
員
が
直
接
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

対
　
象

平
成
12
年
４
月
１
日
現

在
18
歳
〜
30
歳
の
身
体
障
害
者

（
職
種
や
受
験
資
格
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）

試
験
日

12
月
８
日
（水）

試
験
場
所

神
戸
市
、
姫
路
市

申
込
書
配
布

県
庁
１
・
２
号
館

受
付
、
各
県
民
局
、
県
社
会
福
祉

事
務
所

申
込
方
法

所
定
の
願
書
を
12
月

１
日
（
郵
送
の
場
合
は
11
月
29
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
県
人
事
委
員

会
事
務
局
職
員
課
（
電
話
０
７
８

身
体
障
害
者
対
象

兵
庫
県
職
員
募
集

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付
○東高室　カラオケ歌謡スタジオ鳴門 3千255円
○ジャスコ加西店及び専門店の従業員「ごみ減量と資
源保全のチャリティバザール」収益金 16万9656円
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託

指定預託
☆加西ボランティア協会へ
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○笹倉町 高橋　　清 4万円
○横尾町 水田美智子 2万円
○�本陣従業員一同 1万1887円
○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円
○匿名 2万5千円

善意の花束

（受付順　敬称略）

（トルコ大地震緊急救援金として）
○ヴォルケ 1万円
（台湾大地震緊急救援金として）
○国際ソロプチミスト加西 2万円
○社会福祉協議会職員一同 1万6883円
一般預託
○音・ステージ 5万円
○国正町 山田　定雄 2万円
○加西市管工事業協同組合 1万2千円

│
３
６
２
│
３
８
０
１
）
へ

県
内
在
住
の
外
国
人
の
皆
さ
ん

に
、
日
本
に
来
て
驚
い
た
こ
と
や

不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
を
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
話
し
て
も
ら
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
に
も
審
査
員
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、
コ
ン
テ
ス
ト
の

後
に
は
表
彰
式
を
兼
ね
た
楽
し
い

交
流
会
も
行
な
い
ま
す
。
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時

11
月
28
日
（日）

午
後
１
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

研
修
室
３

入
場
料

無
料

問
合
先

加
西
市
都
市
親
善
友
好

協
会
事
務
局（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

来
聴
歓
迎
!

外
国
人
に
よ
る
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課
（��8701）までご連絡ください。

平
成
９
年
の
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
改

正
に
伴
い
野
焼
き
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

加
西
市
で
は
、
処
理
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

農
家
負
担
の
軽
減
と
、
Ｊ
Ａ
を
中

心
と
し
た
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
回
収
シ
ス
テ
ム
の
定
着

化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し
で
次
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

日
　
時

11
月
27
日
（土）
、
28
日
（日）

９
時
〜
16
時

場
　
所

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し
本
店
３

号
機
カ
ン
ト
リ
ー
前
広
場

対
象
品
目

ぶ
ど
う
棚
の
被
覆
資

材
、
施
設
園
芸
用
マ
ル
チ
等
の
使

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
に
つ
い
て

広報かさい９月号14ページで
紹介しました「健康増進センタ
ーでの夜間トレーニング」の料
金は150円でした。お詫びして
訂正いたします。

──お詫びと訂正──
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H11.11.1現在（前月比）
人　口／ 52,561（－ 5） 世帯数／ 15,838（＋35）
男　／ 25,531（－14） 女　／ 27,030（＋ 9）

69
真っ赤な実が美しい
ウメモドキ

霜
が
降
り
る
よ
う
に
な
っ
て
、
冬

枯
れ
の
景
色
の
中
で
真
っ
赤
に
照
り

輝
く
ウ
メ
モ
ド
キ
の
実
は
何
と
も
美

し
い
も
の
で
す
。

山
野
の
湿
っ
た
場
所
に
生
え
る

雌
雄
異
株
の
落
葉
低
木
で
、
樹
形

や
枝
振
り
な
ど
が
ウ
メ
に
似
て
い
る

の
で
、
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
果
実
が
白
い
も
の
（
シ
ロ
ミ
ノ

ウ
メ
モ
ド
キ
）
や
黄
色
い
も
の
（
キ

ミ
ノ
ウ
メ
モ
ド
キ
）
も
稀
に
あ
り
ま

す
。鑑

賞
用
と
し
て
、
ま
た
小
鳥
の

給
餌
木
と
し
て
庭
植
え
に
さ
れ
た

り
、
鉢
植
え
や
盆
栽
に
用
い
ら
れ

ま
す
。
市
役
所
前
に
も
た
く
さ
ん

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

日　時 12月12日（日）
午後2時30分開演

場　所 西脇市総合市民センター
チケット
★指定席　一般 3,500円

学生 2,500円
★自由席　一般 3,000円

学生 2,000円
問合・申込先
99北はりま第九合唱団事務所

（電話0795-23-5323）

21世紀の子どもたちに歓喜の歌を
北はりま第九公演

’


